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議事日程第１号（令和元年第２回海老名市議会定例会第１日） 

 

令和元年６月３日（月）午前９時３０分開議 

 

日程第１  報告第１号  専決処分の承認を求めることについて（海老名市市税条

例の一部を改正する条例） 

日程第２  報告第２号  専決処分の承認を求めることについて（海老名市国民健

康保険税賦課徴収条例の一部を改正する条例） 

日程第３  報告第３号  専決処分の承認を求めることについて（海老名市介護保

険条例の一部を改正する条例） 

日程第４  報告第４号  継続費繰越計算書について （次期総合計画策定支援事業

費ほか６件） 

日程第５  報告第５号  繰越明許費繰越計算書について（民間保育所整備費補助

ほか１６件） 

日程第６  報告第６号  公共下水道事業会計予算繰越計算書について（汚水管渠

整備事業費） 

日程第７  議案第４５号 海老名市市税条例等の一部改正について 

日程第８  議案第４６号 海老名市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正に

ついて 

日程第９  議案第４７号 海老名市都市公園条例の一部改正について 

日程第１０ 議案第４８号 海老名市火災予防条例の一部改正について 

日程第１１ 議案第４９号 物品の取得について（災害対応特殊はしご付消防自動車

（４０ｍ級）） 

日程第１２ 議案第５０号 物品の取得について（高規格救急自動車） 

日程第１３ 議案第５１号 市道の路線認定について（市道２７５２号線ほか３路線） 

日程第１４ 議案第５２号 令和元年度海老名市一般会計補正予算（第１号） 

 



報告第１号 

 

   専決処分の承認を求めることについて（海老名市市税条例の一部を改正    

   する条例） 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定に基づき、海老名

市市税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規

定により報告し、承認を求める。 

 

 

  令和元年６月３日提出 

 

 

 

海老名市長  内 野  優  

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

 地方税法の一部改正に伴う所要の改正措置について、急施を要し、専決処分したの

で、報告し、承認を求めるため 
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専決第３号 

 

専 決 処 分 書 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定に基づき、下記の

条例を別紙のとおり専決処分する。 

 

 

  平成３１年３月２９日専決 

 

 

 

海老名市長  内 野  優  

 

 

 

記 

 

 海老名市市税条例の一部を改正する条例 

 

 

 

 

理由 

 議会の議決すべき事件について特に緊急を要し、議会を招集する時間的余裕がない

ため 
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   海老名市市税条例の一部を改正する条例 

 

 海老名市市税条例（平成２９年条例第２５号）の一部を次のように改正する。 

 

 附則第１１条第８項中「第１５条第３２項第１号イ」を「第１５条第３３項第１号

イ」に改め、同条第９項中「第１５条第３２項第１号ホ」を「第１５条第３３項第１

号ホ」に改め、同条第１０項中「第１５条第３２項第２号イ」を「第１５条第３３項

第２号イ」に改め、同条第１１項中「第１５条第３２項第３号ハ」を「第１５条第３

３項第３号ハ」に改める。 

 附則第１２条及び第１３条中「第１２条第１７項」を「第１２条第１９項」に改め

る。 

 附則第１５条第１項中「法附則第３０条第１項」を「平成１８年３月３１日までに

初めて道路運送車両法第６０条第１項後段の規定による車両番号の指定（以下「初回

車両番号指定」という。）を受けた法附則第３０条第１項」に、「当該軽自動車が初

めて道路運送車両法第６０条第１項後段の規定による車両番号の指定（以下「初回車

両番号指定」という。）を受けた月から起算して１４年を経過した月の属する年度以

後の年度分」を「平成３１年度分」に改め、「、当分の間」を削り、同条第２項中「 

第３０条第６項第１号」を「第３０条第２項第１号」に改め、同条第３項中「第３０

条第７項第１号」を「第３０条第３項第１号」に改め、「以上の軽自動車」の次に「 

（ガソリンを内燃機関の燃料として用いるものに限る。以下この項及び次項において

同じ。）」を加え、同条第４項中「第３０条第８項第１号」を「第３０条第４項第１

号」に改める。 

 

   附 則 

（施行期日） 

第１条 この条例は、平成３１年４月１日から施行する。 

（固定資産税に関する経過措置） 
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第２条 この条例の規定による改正後の海老名市市税条例（以下「新条例」という。 

）の規定中固定資産税に関する部分は、平成３１年度以後の年度分の固定資産税に 

について適用し、平成３０年度分までの固定資産税については、なお従前の例によ

る。 

（軽自動車税に関する経過措置） 

第３条 新条例の規定中軽自動車税に関する部分は、平成３１年度以後の年度分の軽

自動車税について適用し、平成３０年度分までの軽自動車税については、なお従前

の例による。 
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報告第２号 

 

   専決処分の承認を求めることについて（海老名市国民健康保険税賦課徴    

収条例の一部を改正する条例） 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定に基づき、海老名

市国民健康保険税賦課徴収条例の一部を改正する条例を別紙のとおり専決処分したの

で、同条第３項の規定により報告し、承認を求める。 

 

 

  令和元年６月３日提出 

 

 

 

海老名市長  内 野  優  

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

 地方税法施行令の一部改正に伴う所要の改正措置について、急施を要し、専決処分

したので、報告し、承認を求めるため 
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専決第４号 

 

専 決 処 分 書 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定に基づき、下記の

条例を別紙のとおり専決処分する。 

 

 

  平成３１年３月２９日専決 

 

 

 

海老名市長  内 野  優  

 

 

 

記 

 

 海老名市国民健康保険税賦課徴収条例の一部を改正する条例 

 

 

 

 

理由 

 議会の議決すべき事件について特に緊急を要し、議会を招集する時間的余裕がない

ため 
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海老名市国民健康保険税賦課徴収条例の一部を改正する条例 

 

 海老名市国民健康保険税賦課徴収条例（昭和３１年条例第２９号）の一部を次のよ

うに改正する。 

 

 第３条第２項中「５８０，０００円」を「６１０，０００円」に改める。 

第２４条中「５８０，０００円」を「６１０，０００円」に改め、同条第２号中「 

２７５，０００円」を「２８０，０００円」に改め、同条第３号中「５００，０００

円」を「５１０，０００円」に改める。 

 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成３１年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例による改正後の海老名市国民健康保険税賦課徴収条例の規定は、平成３

１年度以後の年度分の国民健康保険税について適用し、平成３０年度分までの国民

健康保険税については、なお従前の例による。 
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報告第３号 

 

   専決処分の承認を求めることについて（海老名市介護保険条例の一部を    

改正する条例） 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定に基づき、海老名

市介護保険条例の一部を改正する条例を別紙のとおり専決処分したので、同条第３項

の規定により報告し、承認を求める。 

 

 

  令和元年６月３日提出 

 

 

 

海老名市長  内 野  優  

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

 介護保険法施行令の一部改正に伴う所要の改正措置について、急施を要し、専決処

分したので、報告し、承認を求めるため 
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専決第５号 

 

専 決 処 分 書 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定に基づき、下記の

条例を別紙のとおり専決処分する。 

 

 

  平成３１年３月２９日専決 

 

 

 

海老名市長  内 野  優  

 

 

 

記 

 

 海老名市介護保険条例の一部を改正する条例 

 

 

 

 

理由 

 議会の議決すべき事件について特に緊急を要し、議会を招集する時間的余裕がない

ため 
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   海老名市介護保険条例の一部を改正する条例 

 

 海老名市介護保険条例（平成１２年条例第２３号）の一部を次のように改正する。 

 

 第３条第２項中「平成３０年度」を「平成３１年度」に、「１８，４３２円」を「 

１３，８２４円」に改め、同条に次の２項を加える。  

３ 前項の規定は、第１項第２号に掲げる第１号被保険者についての保険料の減額賦

課に係る平成３１年度から平成３２年度までの各年度における保険料率について準

用する。この場合において、前項中「１３，８２４円」とあるのは、「２９，１８

４円」と読み替えるものとする。 

４ 第２項の規定は、第１項第３号に掲げる第１号被保険者についての保険料の減額

賦課に係る平成３１年度から平成３２年度までの各年度における保険料率について

準用する。この場合において、第２項中「１３，８２４円」とあるのは、「３８，

４００円」と読み替えるものとする。 

 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成３１年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例による改正後の海老名市介護保険条例第３条の規定は、平成３１年度分

の保険料から適用し、平成３０年度分以前の年度分の保険料については、なお従前

の例による。 
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報告第４号 

 

   継続費繰越計算書について（次期総合計画策定支援事業費ほか６件） 

 

 平成３０年度海老名市一般会計予算の継続費は、別紙のとおり翌年度に繰り越した

ので、地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１４５条第１項の規定により

報告する。 

 

 

  令和元年６月３日提出 

 

 

 

海老名市長  内 野  優  
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報告第５号 

 

繰越明許費繰越計算書について（民間保育所整備費補助ほか１６件） 

 

 平成３０年度海老名市一般会計予算の繰越明許費は、別紙のとおり翌年度に繰り越

したので、地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１４６条第２項の規定に

より報告する。 

 

 

  令和元年６月３日提出 

 

 

 

海老名市長  内 野  優  
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費
風
し

ん
抗

体
検

査
委
託

4
5
,
9
5
2
,
0
0
0

4
5
,
9
5
2
,
0
0
0

0
2
2
,
9
7
4
,
0
0
0

0
0

2
2
,
9
7
8
,
0
0
0

６
　

農
林
水

産
業
費

１
　
農

業
費

鮎
中

間
育

成
施
設

整
備

補
助

1
,
0
9
2
,
0
0
0

1
,
0
9
2
,
0
0
0

0
0

0
0

1
,
0
9
2
,
0
0
0

７
　
商
工

費
１

　
商

工
費

プ
レ

ミ
ア

ム
付

商
品
券

発
行

委
託

1
1
,
4
9
2
,
0
0
0

1
1
,
4
9
2
,
0
0
0

0
7
,
2
3
2
,
0
0
0

0
0

4
,
2
6
0
,
0
0
0

８
　
土
木

費
２
　

道
路
橋
り
ょ
う

費
特
殊

地
下

壕
関
連

道
路

設
計
委

託
1
0
,
0
0
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0

0
0

1
0
,
0
0
0
,
0
0
0

８
　
土
木

費
２
　

道
路
橋
り
ょ
う

費
市
道

1
2
号

線
歩
道

整
備

工
事

1
6
,
0
0
0
,
0
0
0

1
6
,
0
0
0
,
0
0
0

0
6
,
3
1
4
,
0
0
0

0
0

9
,
6
8
6
,
0
0
0

８
　
土
木

費
２
　

道
路
橋
り
ょ
う

費
市
道

1
2
号

線
踏
切

構
造

改
良
施

行
委

託
1
2
3
,
0
0
0
,
0
0
0

1
2
3
,
0
0
0
,
0
0
0

0
5
4
,
1
8
6
,
0
0
0

0
0

6
8
,
8
1
4
,
0
0
0

８
　
土
木

費
２
　

道
路
橋
り
ょ
う

費
市
道

6
2
号

線
道
路

改
良

工
事

3
3
,
0
0
0
,
0
0
0

2
2
,
6
4
1
,
0
0
0

0
1
2
,
8
5
0
,
0
0
0

0
0

9
,
7
9
1
,
0
0
0

８
　
土
木

費
２
　

道
路
橋
り
ょ
う

費
市
道

3
0
7
号
線

道
路

改
良
工

事
4
2
,
8
2
6
,
0
0
0

4
2
,
8
2
6
,
0
0
0

0
2
,
7
5
0
,
0
0
0

0
0

4
0
,
0
7
6
,
0
0
0

８
　
土
木

費
２
　

道
路
橋
り
ょ
う

費
市
道

３
号

線
ほ
か

１
路

線
用
地

補
償

4
5
,
9
6
3
,
0
0
0

3
4
,
1
3
1
,
0
0
0

0
0

0
0

3
4
,
1
3
1
,
0
0
0

８
　
土
木

費
４

　
都

市
計
画

費
海
老

名
駅

北
口

駅
前
広

場
用

地
補
償

4
1
2
,
1
1
6
,
0
0
0

1
6
4
,
8
5
5
,
0
0
0

0
1
5
2
,
9
0
0
,
0
0
0

1
1
,
2
0
0
,
0
0
0

7
0
0
,
0
0
0

5
5
,
0
0
0

８
　
土
木

費
４

　
都

市
計
画

費
海
老

名
市

地
域

公
共
交

通
協

議
会
負

担
金

2
5
0
,
2
5
0
,
0
0
0

2
4
8
,
1
1
0
,
0
0
0

0
0

1
0
1
,
2
0
0
,
0
0
0

1
4
2
,
0
0
0
,
0
0
0

4
,
9
1
0
,
0
0
0

９
　
消
防

費
１

　
消

防
費

第
５

分
団

器
具

置
場
建

替
え

工
事

3
3
,
3
2
1
,
0
0
0

3
3
,
3
2
1
,
0
0
0

0
0

1
2
,
4
0
0
,
0
0
0

1
4
,
3
0
0
,
0
0
0

6
,
6
2
1
,
0
0
0

９
　
消
防

費
１

　
消

防
費

特
殊

地
下

壕
埋

戻
し
工

事
等

1
5
7
,
0
0
0
,
0
0
0

1
5
7
,
0
0
0
,
0
0
0

0
7
1
,
0
2
6
,
0
0
0

0
0

8
5
,
9
7
4
,
0
0
0

1
0
　
教
育

費
５

　
保

健
体
育

費
ラ
グ

ビ
ー

ワ
ー

ル
ド
カ

ッ
プ

普
及
事

業
委

託
3
,
0
0
0
,
0
0
0

3
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0

0
0

3
,
0
0
0
,
0
0
0

1
0
　
教
育

費
５

　
保

健
体
育

費
海
老

名
運

動
公

園
陸
上

競
技

場
改
修

工
事

3
0
5
,
9
0
0
,
0
0
0

2
6
1
,
3
3
2
,
0
0
0

0
0

1
1
1
,
7
0
0
,
0
0
0

9
0
,
0
0
0
,
0
0
0

5
9
,
6
3
2
,
0
0
0

1
,
6
6
3
,
1
1
7
,
0
0
0

1
,
3
4
6
,
9
5
7
,
0
0
0

0
4
7
5
,
0
7
5
,
0
0
0

2
3
6
,
5
0
0
,
0
0
0

2
4
7
,
0
0
0
,
0
0
0

3
8
8
,
3
8
2
,
0
0
0

合
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
計

平
成
3
0
年
度
海

老
名
市

一
般

会
計
繰

越
明

許
費

繰
越
計

算
書

一
般
財

源
既
収
入

特
定

財
源

未
収

入
特

定
財

源

左
の
財

源
内

訳

翌
年

度
繰

越
額

金
額

事
業

名
項

款
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報告第６号 

 

公共下水道事業会計予算繰越計算書について（汚水管渠整備事業費） 

 

平成３０年度海老名市公共下水道事業会計予算の建設改良費は、別紙のとおり翌年

度に繰り越したので、地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第２６条第３項

の規定により報告する。 

 

 

  令和元年６月３日提出 

 

 

 

海老名市長  内 野  優  
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地
方

公
営

企
業

法
第

26
条

第
1
項

の
規

定
に

よ
る

建
設

改
良

費
の

繰
越

額
（単

位
　

円
）

１
　

資
本

的
支

出
１

　
建

設
改

良
費

汚
水

管
渠

整
備

事
業

費
40

0
,6

50
,0

0
0

2
73

,7
26

,8
38

6
2,

83
0,

00
0

45
,4

0
0
,0

00
17

,4
30

,0
00

6
4,

09
3,

16
2

-

(1
)　

公
共

下
水

道
3
7
分

区
枝

線
工

事
（
そ

の
１

）
　

工
法

変
更

に
よ

る
設

計
の

見
直

し
に

伴
う

業
者

の
手

配
等

に
よ

り
不

測
の

日
数

を
要

し
た

た
め

（
2）

 公
共

下
水

道
3
7分

区
路

面
復

旧
工

事
　

道
路

管
理

者
で

あ
る

神
奈

川
県

と
の

調
整

に
よ

り
仮

復
旧

に
よ

る
圧

密
沈

下
期

間
を

確
保

し
た

上
で

路
面

復
旧

を
行

う
必

要
が

生
じ

た
た

め

4
00

,6
50

,0
00

27
3,

7
26

,8
38

6
2,

83
0
,0

0
0

45
,4

00
,0

00
17

,4
30

,0
0
0

64
,0

93
,1

62
-

予
算

計
上

額
支

払
義

務
発

生
額

翌
年

度
繰

越
額

左
の

財
源

内
訳

不
用

額

翌
年

度
繰

越
額

に
係

る
繰

越
を

要
す

る
た

な
卸

資
産

の
購

入
限

度
額

説
明

企
業

債
損

益
勘

定
留

保
資

金

合
　

　
　

　
　

　
　

　
計

平
成

3
0
年

度
海

老
名

市
公

共
下

水
道

事
業

会
計

予
算

繰
越

計
算

書

款
項

事
業

名
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議案第４５号 

 

海老名市市税条例等の一部改正について 

 

 海老名市市税条例等の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

 

 

  令和元年６月３日提出 

 

 

 

海老名市長  内 野  優  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

 地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴う所要の改正を行うため 
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海老名市市税条例等の一部を改正する条例 

  

（海老名市市税条例の一部改正） 

第１条 海老名市市税条例（平成２９年条例第２５号）の一部を次のように改正する。 

附則第１０条中「平成３５年度」を「令和５年度」に改める。 

附則第１４条中「平成３２年度」を「令和２年度」に改める。 

附則第１５条の見出し及び同条第１項中「軽自動車税」を「種別割」に改め、同

条第２項中「平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで」を「平成３１年

４月１日から令和２年３月３１日まで」に、「平成３０年度」を「令和２年度」に、

「軽自動車税」を「種別割」に、「平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日

まで」を「令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで」に、「平成３１年度」

を「令和３年度」に改め、同条第３項中「３輪以上の軽自動車（ガソリンを内燃機

関の燃料として用いるものに限る。以下この項及び次項において同じ。）」を「法

第４４６条第１項第３号に規定するガソリン軽自動車（以下この項及び次項におい

て「ガソリン軽自動車」という。）のうち３輪以上の軽自動車」に、「当該軽自動

車」を「当該ガソリン軽自動車」に、「平成２９年４月１日から平成３０年３月３

１日まで」を「平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで」に、「平成３０

年度」を「令和２年度」に、「軽自動車税」を「種別割」に、「平成３０年４月１

日から平成３１年３月３１日まで」を「令和２年４月１日から令和３年３月３１日

まで」に、「平成３１年度」を「令和３年度」に改め、同条第４項中「３輪以上」

を「ガソリン軽自動車のうち３輪以上」に、「当該軽自動車」を「当該ガソリン軽

自動車」に、「平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで」を「平成３１

年４月１日から令和２年３月３１日まで」に、「平成３０年度」を「令和２年度」

に、「軽自動車税」を「種別割」に、「平成３０年４月１日から平成３１年３月３

１日まで」を「令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで」に、「平成３１年

度」を「令和３年度」に改める。 

附則第１６条（見出しを含む。）中「軽自動車税」を「種別割」に改め、同条の
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次に次の１条を加える。 

（軽自動車税の環境性能割の非課税） 

第１６条の２ 法第４５１条第１項第１号（同条第４項において準用する場合を含

む。）に掲げる３輪以上の軽自動車（自家用のものに限る。以下この条において

同じ。）に対しては、当該３輪以上の軽自動車の取得が令和元年１０月１日から

令和２年９月３０日までの間（以下「特定期間」という。）に行われたときに限

り、法第４４３条第 1 項の規定にかかわらず、軽自動車税の環境性能割を課さな

い。 

  附則第２１条に次の１項を加える。 

 ３ 自家用の３輪以上の軽自動車であって乗用のものに対する第４０条の３（第２

号に係る部分に限る。）及び前項の規定の適用については、当該軽自動車の取得

が特定期間に行われたときに限り、これらの規定中「１００分の２」とあるのは、

「１００分の１」とする。 

第２条 海老名市市税条例の一部を次のように改正する。 

附則第１５条に次の１項を加える。 

５ 法附則第３０条第２項第１号及び第２号に掲げる３輪以上の軽自動車のうち、

自家用の乗用のものに対する第４１条の規定の適用については、当該軽自動車が

令和３年４月１日から令和４年３月３１日までの間に初回車両番号指定を受けた

場合には令和４年度分の種別割に限り、当該軽自動車が令和４年４月１日から令

和５年３月３１日までの間に初回車両番号指定を受けた場合には令和５年度分の

種別割に限り、第２項の表の左欄に掲げる同条の規定中同表の中欄に掲げる字句

は、それぞれ同表の右欄に掲げる字句とする。 

  附則第１６条第１項中「第４項」を「第５項」に改める。 

 （海老名市市税条例の一部を改正する条例の一部改正） 

第３条 海老名市市税条例の一部を改正する条例（平成３０年条例第５０号）の一部

を次のように改正する。 

附則第１条中「平成３１年１０月１日」を「令和元年１０月１日」に、「平成３
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３年１月１日」を「令和３年１月１日」に改める。 

  附則第２条第２項中「平成３３年度」を「令和３年度」に、「平成３２年度」を

「令和２年度」に改める。 

  附則第４条第２項中「平成３２年度」を「令和２年度」に改める。 

 

附 則 

 （施行期日） 

第１条 この条例は、令和元年１０月１日から施行する。ただし、次の各号に掲げる

規定は、当該各号に定める日から施行する。 

(１) 第１条中附則第１０条及び第１４条の改正規定並びに第３条の規定 公布の

日 

(２) 第２条の規定及び次条第３項の規定 令和３年４月１日  

 （軽自動車税に関する経過措置） 

第２条 第１条の規定による改正後の海老名市市税条例（以下「新条例」という。）

の規定中軽自動車税の環境性能割に関する部分は、令和元年１０月１日以後に取得

された３輪以上の軽自動車に対して課する軽自動車税の環境性能割について適用す

る。 

２ 新条例の規定中軽自動車税の種別割に関する部分は、令和２年度以後の年度分の

軽自動車税の種別割について適用し、平成３１年度分までの軽自動車税の種別割に

ついては、なお従前の例による。 

３ 第２条の規定による改正後の海老名市市税条例の規定中軽自動車税の種別割に関

する部分は、令和３年度以後の年度分の軽自動車税の種別割について適用し、令和

２年度分までの軽自動車税の種別割については、なお従前の例による。 
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議案第４６号 

 

   海老名市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について 

 

 海老名市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定

める。 

 

 

  令和元年６月３日提出 

 

 

 

海老名市長  内 野  優  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

災害援護資金の貸付利率、違約金算出の利率等を改めたいため 
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   海老名市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 

 

 海老名市災害弔慰金の支給等に関する条例（昭和４９年条例第３１号）の一部を次

のように改正する。 

 

 第１４条を次のように改める。 

 （利率） 

第１４条 災害援護資金の貸付けに係る利子は、無利子とする。 

２ 市長は、災害援護資金の貸付けを受けた者が償還期日に償還すべき金額を償還し

なかったときは、償還すべき金額につき、年５パーセントの割合をもって、償還期

日の翌日から償還当日までの日数により計算した違約金を徴収する。ただし、当該

償還期日に償還しないことにつき、災害その他やむを得ない理由があると認められ

るときは、この限りでない。 

 第１５条第１項中「年賦償還」の次に「、半年賦償還又は月賦償還」を加え、同条

第２項中「元利均等償還」を「元金均等償還」に改め、同条第３項中「、保証人」を

削り、「第１２条」を「第１１条」に改める。 

 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行し、この条例による改正後の海老名市災害弔慰金の

支給等に関する条例の規定は、平成３１年４月１日以後に生じた災害に係る災害援護

資金の貸付けについて適用する。 

 

22



議案第４７号 

 

   海老名市都市公園条例の一部改正について 

 

 海老名市都市公園条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

 

 

  令和元年６月３日提出 

 

 

 

海老名市長  内 野  優  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

 海老名中央公園の管理について、指定管理者制度を導入したいため 
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   海老名市都市公園条例の一部を改正する条例 

 

 海老名市都市公園条例（平成１７年条例第２７号）の一部を次のように改正する。 

 

 第２条第１項に次のただし書を加える。 

  ただし、第２６条第１項の承認を受けた場合は、この限りでない。 

 第２条第４項中「第３項」を「前項」に改める。 

 第２０条に次の１号を加える。 

 (４) 海老名中央公園 

 第２１条第４号中「前３号」を「前各号」に改め、同号を同条第５号とし、同条第

３号の次に次の１号を加える。 

 (４) 第２条第１項に掲げる行為に係る利用の承認に関する業務（海老名中央公園

に限る。） 

 第２１条の次に次の１条を加える。 

 （自主事業） 

第２１条の２ 指定管理者は、事前に市長と協議の上、指定管理都市公園内において

自主事業を行うことができる。ただし、自主事業が指定管理都市公園の法第６条に

よる占用を伴う場合は、第６条で定める事項を記載した申請書を提出し、市長の許

可を受けなければならない。 

 第２６条中第２項を第４項とし、第１項を第３項とし、同項の前に次の２項を加え

る。 

  海老名中央公園において第２条第１項に掲げる行為に係る利用をしようとする者

は、指定管理者の承認を受けなければならない。 

２ 第２条第２項から第５項までの規定は、前項の承認について準用する。この場合

において、「許可」とあるのは「承認」と、「市長」とあるのは「指定管理者」と

読み替えるものとする。 

 第２７条中「指定管理者は、」の次に「前条第１項の利用及び」を加え、同条第２
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号及び第４号中「有料公園施設等」を「海老名中央公園及び有料公園施設等」に改め

る。 

 第２８条及び第３０条中「有料公園施設等」を「第２６条第１項の利用及び有料公

園施設等」に改める。 

 第３１条の見出しを「（利用料金）」に改め、同条第１項中「利用者は」の次に「 

、第２６条第１項の利用については別表第１に定める額の範囲内において」を加え、

「、別表第３」を「別表第３」に、「、１時間」を「１時間」に改める。 

 第３２条を次のように改める。 

 （市長による運営管理） 

第３２条 第２０条の規定にかかわらず、市長が指定管理者に代わって指定管理都市

公園の運営管理を行う必要が生じたときは、第２６条から第２８条まで、第３１条

第１項及び第２項並びに別表第３の規定を準用する。この場合において、これらの

規定中「利用」とあるのは「使用」と、「指定管理者」とあるのは「市長」と、「 

承認」とあるのは「許可」と、「利用料金」とあるのは「使用料」と、第２７条見

出し中「不承認」とあるのは「不許可」と、前条第１項中「有料公園施設の利用に

ついては別表第３に定める額の範囲内において、有料公園施設の附属設備の利用に

ついては１時間につき５，０００円を超えない範囲で規則で定める額の範囲内にお

いて、指定管理者が市長の承認を得て定めた利用料金（以下「利用料金」という。 

）を支払わなければならない」とあるのは「有料公園施設の使用については、別表

第３に定める額の使用料を、有料公園施設の附属設備の使用については、１時間に

つき５，０００円を超えない範囲で規則で定める額の使用料を納付しなければなら

ない」と読み替えるものとする。 

 別表第１中「第９条」の次に「、第３１条」を加える。 

 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。ただし、次項の規定は、公布の日
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から施行する。 

 （準備行為） 

２ 海老名中央公園に係る指定管理者の指定に関し必要な手続その他の行為は、この

条例の施行の日前においても、行うことができる。 

 （経過措置） 

３ この条例の施行の際現に改正前の海老名市都市公園条例第２条第１項又は第３項

の規定により海老名中央公園の使用に係る許可を受けている者は、改正後の海老名

市都市公園条例第２６条第１項の規定による承認を受けたものとみなす。 
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議案第４８号 

 

海老名市火災予防条例の一部改正について 

 

 海老名市火災予防条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

 

 

  令和元年６月３日提出 

 

 

 

海老名市長  内 野  優  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

 住宅用防災警報機等の設置を免除できる場合の項目を追加したいため 
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海老名市火災予防条例の一部を改正する条例 

 

 海老名市火災予防条例（昭和３７年条例第１１号）の一部を次のように改正する。 

 

 第２９条の５第１号中「作動時間が６０秒以内」を「種別が一種」に改め、同条中

第６号を第７号とし、第５号の次に次の１号を加える。 

 (６) 第２９条の３第１項各号又は前条第１項に掲げる住宅の部分に特定小規模施 

   設用自動火災報知設備を特定小規模施設における必要とされる防火安全性能を 

   有する消防の用に供する設備等に関する省令（平成２０年総務省令第１５６号 

   ）第３条第２項及び第３項に定める技術上の基準に従い、又は当該技術上の基 

   準の例により設置したとき。 

  

附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 
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議案第４９号 

 

物品の取得について（災害対応特殊はしご付消防自動車（４０ｍ級）） 

 

災害対応特殊はしご付消防自動車（４０ｍ級）の取得について、下記のとおり契約

を締結するため、海老名市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関す

る条例（昭和３９年条例第１３号）第３条の規定により、議会の議決を求める。 

 

  令和元年６月３日提出 

 

海老名市長  内 野  優  

記 

 

１ 契約名     平成３１年度災害対応特殊はしご付消防自動車（４０ｍ級）購

入 

２ 物品名及び数量 災害対応特殊はしご付消防自動車 １台 

３ 契約の方法   条件付一般競争入札による契約 

４ 契約金額    一金２２０，５３６，０００円 

５ 契約の相手方  東京都港区芝五丁目３６番７号 

三田ベルジュビル１９階 

株式会社モリタ 東京営業部 

部長 山北 忠司 

 

提案理由 

 議会の議決を得た上、財産を取得したいため 
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参考資料 

平成３１年度災害対応特殊はしご付消防自動車（４０ｍ級）購入 

 

入札方法     条件付一般競争入札 

開札年月日    令和元年５月８日 

落札決定日    令和元年５月１３日 

入札回数     １回 

設計金額     224,947,360円（税込み） 

予定価格     224,947,360円（税込み） 

落札金額     220,536,000円（税込み） 

うち消費税相当額  16,336,000円 

落札者      東京都港区芝五丁目３６番７号 

三田ベルジュビル１９階 

株式会社モリタ 東京営業部 

部長 山北 忠司 

 

入札状況                          （単位 円） 

業者名 所在地 入札金額 

株式会社モリタ 東京営業部 
部長 山北 忠司 

東京都港区 
芝五丁目３６番７号 
三田ベルジュビル１９階 

204,200,000 

相日防災株式会社 厚木支店 
支店長 青木 勉 

神奈川県厚木市 
岡田二丁目５番５号 

辞退 

※入札金額には、消費税相当額を含みません。 
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参考資料 

災害対応特殊はしご付消防自動車（４０ｍ級） 

 

仕様 

車  両 災害対応特殊はしご付消防自動車（４０ｍ級）（国産車） 

エンジン形式 ディーゼルエンジン 

総排気量 ８，８６６ｃｃ 

出  力 ２７９ｋｗ（３８０ｐｓ） 

乗車定員 ５名 

全  高 ３，６５０ｍｍ 

全  長 １１，１００ｍｍ 

全  幅 ２，５００ｍｍ 

塗  色 朱色 

主な装備 

・電動放水銃（伸縮水路付き） 

・制振制御装置 

・基部操作部液晶カラーディスプレイ 

・メモリーコントロール 
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議案第５０号 

 

物品の取得について（高規格救急自動車） 

 

高規格救急自動車の取得について、下記のとおり契約を締結するため、海老名市議

会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和３９年条例第１

３号）第３条の規定により、議会の議決を求める。 

 

 

  令和元年６月３日提出 

 

海老名市長  内 野  優  

 

記 

 

１ 契約名     高規格救急自動車購入 

２ 物品名及び数量 高規格救急自動車 １台 

３ 契約の方法   条件付一般競争入札による契約 

４ 契約金額    一金１９，０６２，０００円 

５ 契約の相手方  神奈川県横浜市中区本牧十二天２番８号 

トヨタエルアンドエフ神奈川株式会社 

代表取締役 金子 稔 

 

提案理由 

 議会の議決を得た上、財産を取得したいため 
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参考資料 

高規格救急自動車購入 

 

入札方法     条件付一般競争入札 

開札年月日    令和元年５月８日 

落札決定日    令和元年５月１３日 

入札回数     １回 

設計金額     20,350,000円（税込み） 

予定価格     20,350,000円（税込み） 

落札金額     19,062,000円（税込み） 

うち消費税相当額  1,412,000円 

落札者      神奈川県横浜市中区本牧十二天２番８号 

トヨタエルアンドエフ神奈川株式会社 

代表取締役 金子 稔 

 

入札状況                          （単位 円） 

業者名 所在地 入札金額 

トヨタエルアンドエフ神奈川株式会社 
代表取締役 金子 稔 

神奈川県横浜市中区 
本牧十二天２番８号 

17,650,000 

相日防災株式会社 厚木支店 
支店長 青木 勉 

神奈川県厚木市 
岡田二丁目５番５号 

辞退 

神奈川日産自動車株式会社 法人営業部 
部長 實方 忠雄 

神奈川県横浜市磯子区 
坂下町１番１号 

辞退 

※入札金額には、消費税相当額を含みません。 
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参考資料 

高規格救急自動車 

 

仕様 

車  両 高規格救急自動車（国産車） 

エンジン形式 ガソリンエンジン 

総排気量 ２，６９３ｃｃ 

出  力 １１１ｋｗ（１５１ｐｓ） 

乗車定員 ７名 

全  高 ２，４９０ｍｍ 

全  長 ５，６００ｍｍ 

全  幅 １，８９５ｍｍ 

塗  色 白色 
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議案第５１号 

 

   市道の路線認定について（市道２７５２号線ほか３路線） 

 

 道路法（昭和２７年法律第１８０号）第８条第２項の規定により、別紙の市道の路

線を認定する。 

 

 

  令和元年６月３日提出 

 

 

 

海老名市長  内 野  優  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

 開発行為の帰属及び（仮称）上郷河原口線関連道路整備事業に伴う路線の認定のた

め 
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市道の路線認定

図№ 路線名 起点／終点 幅員（m） 延長（m）

上今泉三丁目1306番１地先 4.50

２７５２ ～ ～ 46.05

上今泉三丁目1306番13地先 10.47

上今泉三丁目1306番20地先 4.50

２７５３ ～ ～ 40.44

上今泉三丁目1312番１地先 10.48

上郷字大田切458番地先 9.50

２７５４ ～ ～ 160.00

上郷字大田切473番１地先 9.50

大谷南三丁目4847番２地先 4.50

２７５５ ～ ～ 40.85

大谷南三丁目4847番21地先 15.51

１

２

３
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参考資料

案 内 図
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市道２７５２号線認定

市道２７５３号線認定
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参考資料

案 内 図
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市道２７５４号線認定
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参考資料

案 内 図
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市道２７５５号線認定

大谷中学校

大
谷
北
四
丁
目

大谷南三丁目

東
名

高
速

道
路

大谷
　コミュニティセンター

横
須
賀
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図№３





令和元年度海老名市一般会計補正予算（別冊） 

 

議案第５２号 令和元年度海老名市一般会計補正予算（第１号） 
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令和元年第２回海老名市議会定例会会期日程（案） 

会期１９日間 

 

月 日 曜日 種 別 内      容 開 議 時 刻 

６月３日 月 本会議 
開会、諸報告、議案審議、

委員会付託 
午前９時３０分 

６月１２日 水 委員会 総務常任委員会 午前９時 

６月１３日 木 委員会 文教社会常任委員会 同 

６月１４日 金 委員会 経済建設常任委員会 同 

６月１８日 火 本会議 市政に関する一般質問 同 

６月１９日 水 本会議 市政に関する一般質問 同 

６月２１日 金 本会議 
委員会報告、議案審議、 

閉会 
午前９時３０分 


